
学
園
百
二
十
五
年
史
発
刊
に
あ
た
っ
て

顧問・前理事長

大橋秀雄

こ
れ
ま
で
学
園
は
、
四
半
世
紀
を
節
目
と
し
て
歴
史
を
あ
と
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
周
年
史
を
刊
行
し
て
き
た
。
創
立

1
2
5
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、

4
年
余
に
わ
た
る
準
備
を
重
ね
て
、
こ
こ
に

5
冊
目
の
周
年
史
を
発
行
す
る
に
至
っ
た
。
創
立

1
0
0
年
、
す
な

わ
ち
昭
和
白

(
1
9
8
7
)
年
ま
で
の
歴
史
に
つ
い
て
は
百
年
史
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
百
二
十
五
年
史
で
も
、
直
近
の
四
半

世
紀
の
記
述
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
も
、
創
立
以
来
の
全
歴
史
が
描
き
出
せ
る
よ
う
編
集
を
進
め
た
。
な
お
、
年
史
を
気
軽
に
手
に
取

れ
る
厚
み
に
抑
え
る
た
め
、
読
み
物
風
の
本
編
と
、
資
料
編
に
分
け
て
刊
行
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
お
周
年
、
回
周
年
、
百
周
年
、

1
0
0
周
年
の

4
冊
の
周
年
記
念
史

を
読
み
返
す
と
、
学
園
を
突
き
動
か
し
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
運
命
的
背
景
に
強
い
感
慨

を
覚
え
る
。
ま
ず
そ
れ
ら
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

お

周

年

大

正

2
(
1
9
1
3
)
年
発
行
の
『
二
十
五
年
記
念
工
手
息
子
校
一
覧
」

明
治
か
ら
大
正
に
変
わ
る
年
に
お
周
年
を
迎
え
た
。
無
か
ら
立
ち
上
げ
、
火
災
に
よ
る
打

撃
を
乗
り
越
え
て
工
手
学
校
を
軌
道
に
乗
せ
た
経
緯
が
生
々
し
く
語
ら
れ
て
い
る
。
卒
業
生

7 



の
厚
み
も
増
し
、
教
員
も
充
実
し
、
明
治
の
国
造
り
に
貢
献
し
た
自
負
と
と
も
に
周
年
を
祝
っ
た
。

印
周
年
昭
和
四

(
1
9
4
4
)
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
工
学
院
五
十
年
史
』

7
年
遅
れ
で
記
念
史
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
、
茶
色
く
変
色
し
た
紙
質
か
ら
、
苦
難
の
時
代
が
色
濃
く
浮
か
び
上
が
る
。
第
一
次
世

界
大
戦
、
関
東
大
震
災
、
新
宿
で
の
再
建
と
工
学
院
へ
の
改
名
、
そ
し
て
叩
周
年
と
時
を
合
わ
せ
て
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
。
学
園
を

め
ぐ
る
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
な
か
、
新
宿
の
地
に
遅
し
く
根
を
お
ろ
し
た
四
半
世
紀
だ
っ
た
。

市
周
年
昭
和
泊

(
1
9
6
4
)
年
発
刊
の
「
工
学
院
大
学
学
園
七
十
五
年
史
』

-
年
半
遅
れ
で
発
行
さ
れ
た

5
0
0
頁
に
及
ぶ
大
作
。
昭
和
泊

(
1
9
4
5
)
年
に
迎
え
た
敗
戦
、
昭
和
目

(
1
9
4
9
)
年
の

大
学
設
置
、
機
械
、
工
業
化
学
か
ら
始
ま
り
、
電
気
、
建
築
、
生
産
機
械
、
電
子
を
加
え
て

6
学
科
体
制
を
整
備
、
八
王
子
キ
ャ
ン

パ
ス
開
学
目
前
と
、
ど
ん
底
か
ら
飛
躍
へ
と
波
調
に
満
ち
た
四
半
世
紀
だ
っ
た
。
重
厚
長
大
を
先
頭
に
日
本
の
産
業
が
奇
跡
の
復
興

を
遂
げ
た
時
期
と
も
一
致
す
る
。

1
0
0
周

年

平

成

5
(
1
9
9
3
)
年
刊
行
の
『
工
学
院
大
学
学
園
百
年
史
』

l
、
0
0
0
頁
を
超
す
超
大
作
で
あ
る
が
、
編
集
上
の
事
情
か
ら
発
行
は

6
年
後
と
な
っ
た
。
激
し
く
燃
え
上
が
っ
た
大
学
紛
争
、

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
洗
礼
な
ど
を
受
け
な
が
ら
も
、
大
学
も
産
業
も
順
調
な
発
展
を
続
け
、

]
8
B
E
Z
o
-
-
と
も
て
は
や
さ
れ
る

に
至
っ
た
時
代
だ
っ
た
。

1
0
0
周
年
の
翌
年
か
ら
新
宿
の
再
開
発
工
事
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
訪
れ
る
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
と
経

済
の
低
迷
か
ら
み
て
も
、

1
0
0
周
年
の
契
機
が
新
宿
再
開
発
の
決
断
を
促
し
た
と
す
れ
ば
、
天
の
恵
み
を
感
じ
る
。
こ
の
百
年
史

は
、
工
手
学
校
時
代
を
含
め
て
、
新
宿
校
舎
が
近
代
ピ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
る
ま
で
の
歴
史
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
る
。

学
園
の
歴
史
は
、
不
易
と
流
行
の
四
文
字
に
凝
縮
さ
れ
る
。
不
易
と
は
建
学
の
精
神
を
守
り
抜
く
こ
と
で
あ
り
、
流
行
と
は
、
時
代

の
変
化
に
賢
く
、
か
つ
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
白

(
1
9
8
7
)
年
か
ら
平
成
担

(
2
0
1
2
)
年
ま
で
の
第
五
の
四

半
世
紀
に
わ
た
り
、
わ
れ
わ
れ
に
対
応
を
促
し
続
け
て
き
た
変
化
の
核
心
は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
正
し
く
見
極
め
る
に
は
時
が
必



い
ま
そ
の
時
代
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
学
園
の
経
営
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
環
境
の
変
化
を
、
三

つ
に
絞
っ
て
挙
げ
て
み
よ
う
。

若
年
人
口
の
減
少
わ
が
国
の
出
生
数
は
、
昭
和
お

(
1
9
4
8
)
年
前
後
に
団
塊
の
世
代
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
ピ

1
ク
を
、
昭
和
特

(
1
9
7
3
)
年
前
後
に
そ
の
子
ど
も
に
あ
た
る
第
一
一
の
ピ

l
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
一
貫
し
て
減
少
を
続
け
て
い
る
。
大
学
進
学
の

同
歳
入
口
に
着
目
す
る
と
、
第
二
次
ベ
ビ

l
ブ
i
ム
の
世
代
が
平
成
4
(
1
9
9
2
)
年
に

2
0
6
万
人
の
ピ

l
ク
に
達
し
た
の
を

最
後
に
急
激
な
減
少
に
転
じ
、
叩
年
後
に

1
5
0
万
人
、
加
年
後
の
平
成
M
(
2
0
1
2
)
年
に
は

1
1
9
万
人
(
ピ

l
ク
時
の
回

%
)
ま
で
減
少
し
た
。
わ
ず
か
初
年
で
凶
歳
入
口
が
半
数
近
く
ま
で
減
少
す
る
歴
史
上
例
を
見
な
い
大
変
動
、
加
え
て
工
学
離
れ
の

逆
風
が
吹
く
中
で
、
ど
う
対
応
し
て
学
園
の
存
続
と
発
展
を
図
っ
て
い
く
か
。
こ
れ
が
、
こ
の
四
半
世
紀
の
最
大
の
課
題
と
な
っ
た
。

な
お
中
学
、
高
校
に
つ
い
て
は
、
そ
の
変
動
が
数
年
さ
か
の
ぼ
る
だ
け
で
、
問
題
は
同
根
で
あ
る
。

大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
規
制
緩
和
の
一
環
と
し
て
、
平
成
3
(
1
9
9
1
)
年
に
文
部
省
は
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
を
行
っ
た
。

そ
れ
ま
で
、
校
地
・
建
物
面
積
か
ら
教
員
数
・
教
育
内
容
に
至
る
ま
で
細
か
く
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
多
く
の
基
準
が
撤
廃

さ
れ
て
教
育
に
対
す
る
大
学
の
裁
量
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
。
そ
の
代
償
と
し
て
、
教
育
改
善
の
た
め
の
自
己
点
検
・
自
己
評
価
が

義
務
付
け
ら
れ
、
義
務
化
さ
れ
た
認
証
評
価
や
J
A
B
E
E
認
定
な
ど
、
第
三
者
評
価
の
時
代
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。
大
学
や
学
部

の
新
設
・
改
組
に
対
す
る
規
制
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
結
果
、
当
然
の
よ
う
に
大
学
新
設
や
改
組
の
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
っ
た
。
平
成

4
(
1
9
9
2
)
年
に
凶
歳
人
口
の
減
少
が
始
ま
っ
て
以
来
の
却
年
間
に
、
大
学
数
は
公
立
、
私
立
を
中
心
に
大
幅
に
増
え
続
け
、
と

く
に
私
立
大
学
は

3
8
4
校
か
ら

5
9
9
校
へ
回
%
も
増
加
し
た
。
学
部
の
改
組
・
新
設
は
こ
れ
を
上
回
る
も
の
が
あ
る
。
設
置
基

準
の
大
綱
化
は
、
同
歳
入
口
の
激
減
と
絡
み
合
い
な
が
ら
、
大
学
全
入
時
代
を
招
来
す
る
な
ど
大
学
を
め
ぐ
る
様
相
を
一
変
さ
せ
た
。

情
報
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
情
報
通
信
技
術

(
I
C
T
)
の
急
速
な
普
及
と
浸
透
の
結
果
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ま
で
、
ィ

ン
タ
l
ネ
ッ
ト
が
情
報
交
換
の
主
役
に
座
り
、

I
C
T
な
し
に
は
動
か
な
い
社
会
に
大
変
貌
を
遂
げ
た
。
あ
わ
せ
て
、
情
報
が
国
境

を
越
え
て
瞬
時
に
全
世
界
に
広
が
る
よ
う
に
な
り
、
常
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
つ
な
が
り
を
意
識
す
る
時
代
と
な
っ
た
。
そ
の
一
一
つ
の
動

要
で
あ
る
が
、

学園百二十五年史発刊にあたって9 



き
が
、
こ
の
四
半
世
紀
の
変
化
を
リ
ー
ド
し
た
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
こ
の
間
、
学
園
に
お
い
て
も
学
生
や
教
職
員
聞
の
連
絡

や
外
部
へ
の
広
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
心
と
な
り
、
教
育
・
研
究
や
業
務
を
支
え
る
ツ
l
ル
と
し
て

I
C
T
機
器
の
導
入
が
急
速

に
進
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
機
器
の
陳
腐
化
は
早
い
。
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
経
営
の
重
要
な
柱
に
浮
上
し
た
。

10 

こ
の
四
半
世
紀
の
中
で
、
私
は
、
学
長
9
年
、
理
事
長

8
年
、
合
計
口
年
間
に
わ
た
り
、
学
園
経
営
に
重
要
な
責
任
を
担
う
巡
り
合

わ
せ
と
な
っ
た
。
学
長
に
就
任
し
た
翌
年
の
平
成
7
(
1
9
9
5
)
年
に
、
新
宿
校
地
の
再
開
発
が
す
べ
て
完
了
し
、
副
都
心
の
高
層
ビ

ル
に
拠
点
を
置
く
異
彩
を
放
つ
大
学
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
す
で
に
引
か
れ
た
路
線
に
乗
っ
て
計
画
が
進
行
し
、
工
事
の
途
中
で
起
こ

っ
た
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
は
、
工
事
費
の
点
で
む
し
ろ
プ
ラ
ス
に
働
い
た
。
ま
さ
に
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
工
事
が
完
了
し
、
そ
の
後

の
嵐
に
立
ち
向
か
う
う
え
で
、
最
上
の
贈
り
物
を
授
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
深
い
感
謝
の
思
い
を
、
学
園
の
先
達
た
ち
す
べ
て
に
捧
げ
た
い
。

深
刻
な
事
態
は
、
若
年
人
口
の
減
少
と
規
制
緩
和
の
影
響
、
そ
れ
に
工
学
離
れ
が
重
な
り
、
大
学
志
願
者
の
減
少
、
専
門
学
校
お
よ

び
大
学
第
2
部
の
大
幅
な
定
員
割
れ
と
し
て
顕
在
化
し
た
。
大
学
の
受
験
者
総
数
は
平
成
9
(
1
9
9
7
)
年
以
降
急
速
に
減
少
を
始

め
、
そ
の
翌
年
か
ら
帰
属
収
入
も
減
少
に
転
じ
た
。
事
態
へ
の
対
応
が
待
っ
た
な
し
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
平
成

8
(
1
9
9

6
)
年
か
ら

5
カ
年
計
画
「
ジ
ャ
ン
プ
幻
」
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
続
く
平
成
日

(
2
0
0
1
)
年
か
ら
の
「
ス
タ
ー

ト
幻
」
、
平
成
問

(
2
0
0
6
)
年
か
ら
の
「
ダ
ッ
シ
ュ
引
」
を
通
じ
て
、
学
生
・
生
徒
の
適
正
数
を
維
持
し
て
経
営
の
健
全
性
を
確

保
す
る
目
標
に
努
力
を
結
集
し
た
。
そ
の
努
力
が
徐
々
に
実
っ
て
、
平
成
四

(
2
0
0
7
)
年
か
ら
帰
属
収
入
は
増
加
に
転
じ
、
大
学

受
験
者
数
も
増
加
が
続
く
よ
う
に
な
っ
た
。
当
面
の
逆
風
を
擢
ね
返
し
、
上
り
坂
の
気
運
の
中
で

1
2
5
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

と
も
に
力
を
合
わ
せ
た
関
係
者
と
と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

こ
の
間
に
と
っ
た
対
応
の
な
か
で
、
最
も
心
が
痛
む
こ
と
は
、
工
手
学
校
以
来
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
工
学
院
大
学
専
門
学
校
を
廃
校

に
導
い
た
こ
と
で
あ
る
。
少
子
化
の
嵐
の
中
で
選
択
と
集
中
を
断
行
し
、
大
学
を
核
に
体
制
を
強
化
し
て
学
園
の
基
盤
を
固
め
る
た
め

の
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
主
要
な
対
応
を
挙
げ
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
世
界
に
通
用
す
る
技
術
者
を
育
て
る
た



め、

J
A
B
E
E認
定
と
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
学
部
の
新
設
を
実
現
し
た
こ
と
。
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
情
報
学

部
を
新
設
し
た
こ
と
。
伝
統
を
誇
る
建
築
教
育
を
わ
が
国
初
の
建
築
学
部
と
し
て
躍
進
さ
せ
た
こ
と
。
い
ず
れ
も
教
育
の
魅
力
を
一
層

際
だ
た
せ
る
た
め
だ
っ
た
。
校
友
と
学
園
を
車
の
両
輪
に
た
と
え
て
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
、
こ
れ
ま
た
逆
風
の
中
で
学
園
の
総
力
を

結
集
す
る
方
策
で
も
あ
っ
た
。
小
中
高
生
に
科
学
の
面
白
さ
を
伝
え
る
た
め
の
理
科
教
室
の
開
催
、
全
国
の
高
校
生
を
対
象
と
す
る
理

科
・
科
学
ク
ラ
ブ
研
究
論
文
の
募
集
は
、
若
い
世
代
の
関
心
を
理
工
学
、
ひ
い
て
は
本
学
へ
惹
き
つ
け
る
意
図
で
実
行
さ
れ
た
。
広
く

社
会
人
を
対
象
と
す
る
生
涯
学
習
事
業
の
展
開
は
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
顧
客
を
拡
大
す
る
試
み
で
も
あ
っ
た
。
以
上
は
大
学
を
念
頭
に

対
応
を
述
べ
た
が
、
中
学
、
高
校
も
問
題
は
さ
ら
に
厳
し
か
っ
た
。
平
成
8
(
1
9
9
6
)
年
に
は
、
昭
和
お

(
1
9
5
8
)
年
以
降

募
集
を
停
止
し
て
き
た
中
学
校
を
再
開
し
、
中
高
一
貫
体
制
を
整
え
て
生
徒
層
の
拡
大
を
図
っ
た
。
そ
の
後
は
、
平
成
凶

(
2
0
0

2
)
年
か
ら
の
男
女
共
学
へ
の
転
換
、
中
高
連
携
の
も
と
多
様
な
コ

l
ス
を
提
供
し
て
進
学
魅
力
を
高
め
る
な
ど
、
絶
え
間
な
い
改
善

を
実
行
し
た
。

伝
統
あ
る
学
園
に
身
を
置
く
と
、
学
園
と
い
う
不
動
の
存
在
が
あ
っ
て
、
時
間
に
長
短
は
あ
っ
て
も
、
学
生
や
教
職
員
が
そ
こ
に
人

生
の
一
時
期
を
託
し
て
通
り
過
、
ぎ
て
い
く
、
実
体
は
学
園
で
あ
り
、
学
生
教
職
員
は
過
客
に
過
、
ぎ
な
い
、
と
い
う
錯
覚
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
よ
く
考
え
る
と
、
不
動
の
学
固
な
ど
存
在
し
な
い
。

人
は
一
生
を
か
け
て
、
時
の
流
れ
に
一
筋
の
線
を
描
い
て
去
っ
て
い
く
・
:
・
。
い
ま
学
園
に
集
う
5
0
0
名
の
教
職
員
と

8
、
0
0

0
名
の
生
徒
・
学
生
諸
君
が
描
い
て
い
る
線
が
、
学
園
の
名
の
も
と
に
太
く
力
強
い
柱
と
な
っ
て
結
束
し
、
未
来
に
向
か
っ
て
延
び
て

い
る
。
そ
の
柱
こ
そ
が
、
確
か
な
存
在
と
し
て
の
学
園
の
実
体
で
あ
る
。
あ
と
を
振
り
返
る
と
、
そ
の
柱
は
人
替
わ
り
代
を
重
ね
て
、

1
2
5
年
前
の
創
学
ま
で
延
々
と
延
び
て
い
る
。
過
去
の
人
た
ち
が
残
し
た
歴
史
の
上
に
現
在
が
あ
り
、
い
ま
の
人
た
ち
が
創
り
出
す

未
来
が
、
や
が
て
歴
史
に
変
わ
っ
て
い
く
。

1
2
5
年
に
続
く
次
の
四
半
世
紀
、
変
化
の
嵐
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

学
園
を
し
な
や
か
に
遅
し
く
生
生
発
展
さ
せ
る
力
は
、
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
い
ま
働
き
、
い
ま
学
ぶ
人
た
ち
が
担
っ
て
い
る
。

学園百二十五年史発刊にあたって11 


